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歓迎の言葉 

第 56 回全日本医師剣道大会 

きなせや柳都・新潟 

会長 

荻 荘 則 幸 

 

 この度、第 56 回全日本医師剣道大会を新潟市で開催できることになり大変喜ばしく思い

ます。新潟市で昭和５１年に第 11 回大会を外山司郎会長の元で行ってから、2 回目の開催

となります。新型コロナ感染も収束に近づき、来月 5 月 8 日からは感染症法上第 5 類にな

ります。令和元年 5 月に東京医科大学で第 54 回大会がおこなわれてから 2 年間中止とな

り昨年令和 4 年 4 月に第 55 回大会が沖縄で開催されました。参加者は約 70 名とコロナ前

の半分になりましたが奥島先生、永山先生の温かい、おもてなしと素晴らしい大会運営に

コロナの勢いも吹き飛ぶ勢いでした。コロナも完全には無くならない現状では、コロナが

いようとも、いかにして稽古を続け剣の道を求めるかということが日々大切になってきて

います。試合の勝ち負けだけではなく剣を通して旧交を暖め、お互いの一年一年の精進の

結果を確かめ合うという趣旨の大会と考えています。新潟は現在の全日本医師剣道連盟会

長の野見山先生が以前、金山で有名な佐渡島内の病院に勤務していた県で、先生が３１

歳、五段で初めてこの大会に参加したとても縁の深いところです。野見山先生のご意見

で、皆さん、たくさん稽古しましょう、という趣旨で今回のプログラムを作成させていた

だきました。また２０歳代３０歳代の若い先生方にも多数参加してほしいと思い参加費も

含め登録方法もいろいろ工夫してきました。しかし、大会の内容に物足りないところや、

会場設営の面で行き届かないところも多々あるかと思いますが、皆様を一生懸命おもてな

ししたいという気持ちでやってきました。日本一の大河、信濃川の河口に位置する新潟市

は、豪雪地域からの雪解け時期にその豊富な水と広大な越後平野で採れるお米で作られる

たくさんの淡麗な日本酒の名産地です、また荒海で有名な日本海からあがる海の幸も十分

ご堪能していただければ幸いです。 
 

 

 

  
１９４８年３月新潟県新潟市生まれ。１９７２年に駒沢大学大学院人文科学研究科を卒業し、青山杉

雨、長陽石に師事。新潟市東区曹洞宗延命寺の住職をつとめるかたわら、書道家、刻字家としての活動

を行う。１９８１年毎日書道展会員賞受賞。以後毎日書道展審査会員となる。２００８年には中国・西

安の興教寺に瓦対・扁額（へんがく）を奉納した。２００９年、毎日書道顕彰受賞。中国やイスラエル

から講師として招かれるなど、刻字の国際交流に寄与。現在は、全日本書道連盟常務理事、毎日書道会

理事、国際刻字聯盟会長、日本刻字協会会長、千歳会会長として、日々日本の文化の発展に尽力してい

る。 

※表紙「People」・作家紹介（参加賞 面手ぬぐいの「People」） 

  薄田 東仙（うすだ とうせん）氏 



祝 辞 
 

全日本医師剣道連盟   

会長          

野見山 すすむ 

 

 昨年の沖縄那覇での大会に引き続き全日本医師剣道大会が開催されることに非常に嬉し

さを感じるとともに、お引き受けいただき開催していただく荻荘則幸先生はじめ大会準備に

かかわってくださった皆様に心より御礼申し上げます。新型コロナ感染症が続き、最大の第

8 波の中のご準備はいかばかりであったかと、そのご苦労のほどが推察されます。本大会で

は残念ながら湯村範士のご指導はいただけないものの、昨年 11 月に見事八段審査に合格さ

れた宮坂昌之先生、池澤清豪両先生も参加され、非常に盛り上がる大会となることを期待し

ております。 

 新潟の地は私がはじめて本大会に参加したところでもあります。家族全員でお伺いし、ま

だ小さかった子供達を家内が白山公園で遊ばせていてくれる間に大会に参加していました。

神奈川に移動して間もなくのことでしたが、先輩たちの暖かさに心和む稽古をいただきまし

た。その中に、当時は詳しく存じ上げなかったのですが二刀を使われる先生がいらっしゃり、

また左上段、右上段と多彩な剣道の中、青眼不動の構えとはこういうものかなと未熟ながら

感じ入る先生もあり、驚きの連続でした。関東医師剣道連盟の諸先輩の後についてご紹介い

ただきながらたくさんのことを教えていただきました。ちなみに二刀で活躍されていた先生

は歯科の三條先生のご尊父だったそうです。 

 残念なことに古町のことは全く存じ上げなかったこと、小さな子供連れであったこともあ

り、ご縁がありませんでした。その後、仕事で佐渡療養所に１年３カ月ほど赴任したことが

あり、古町のことをお聞きしました。もう３０年も前のことになりますが、その頃は新潟大

学の医学生は出世払いで、ツケで遊べたそうです。私も一度だけ歩いたのですが、知人もな

くどうも敷居が高く、家内へのお土産を買うだけでした。さすがに小京都といわれるだけの

風情を感じましたし、金沢にもまけない歴史が偲ばれました。皆様もぜひおいでになっては

いかがでしょうか。 

 本大会は東西の医学生剣道愛好家が卒業後も仲間と交剣知愛の場を持ちたいと開催され

ることになったと聞いております。剣道人口が激減し、学生時代竹刀をもっていたものの、

卒業後は別の長い棒をふることに転向される方も少なくありません。そのなかで幾多の誘惑



に負けず剣道を続けてこられ、また卒業後に新しく剣道修行の道を選ばれた皆様にこころよ

り親愛と尊敬の念を感じています。まだ参加者数は以前のようには戻っていませんが、また

さらに多くの剣友にお会いできるようになると信じております。世話人の先生方もだいぶ交

代されました。今後の本大会の在り方はどうあるべきか、経済的にもマンパワ－も減少して

いく中で存続を前提条件として皆様のご意見をお伺いしながら考えていきたいとも思って

います。また大会開催についても皆様のご協力をお願いしたく存じます。基本的には世話人

の先生方にお願いしておりますが、引き受けてもよいとお考えの先生はどうぞご一報くださ

い。 

 本大会も皆様のご協力で盛大に、和やかに、楽しく、真剣に稽古し、試合える大会になる

と期待し、信じております。皆様、いざいざ柳都決戦に馳せ参じましょう。 

  



祝 辞 
 

公益財団法人 全日本剣道連盟 

会長  網代 忠宏 

 

 

 第５６回全日本医師剣道大会が、新潟県立新潟ふれ愛プラザにおいて開催されるにあたり、

お祝いの言葉を申し上げます。 

 本大会は、昭和３４年より日本医学会総会の交歓行事として４年に１度の開催でしたが、

昭和４３年より毎年開催されることになりました。東日本大震災またコロナにより大会を中

止された年もありますが、歴史ある大会であります。 

全日本医師剣道連盟の方々が、剣道を通じて心身を錬磨しつつ、日常の活動に成果を挙げ

られることは、剣道界にとりましては、その仕事の社会における重要性からも誠に有り難い

ことと感じます。皆様の日常の活動は、剣道の普及と評価を高めるとともに、社会的に多大

な影響を与えております。今後も、文武両道にわたるご精進をお願いいたすものであります。 

また、日頃より剣道界の各行事において、専門家として講習会の講師、安全面への啓発活

動、ドーピング防止活動をはじめ、大会・審査会などの行事における緊急医療の担当医とし

てご尽力をいただくとともに、各専門委員会での審議、助言など多方面に亘り、ご指導とご

協力を賜り深くお礼申し上げる次第です。 

 さらには、全日本医師剣道連盟・トレーニングコーチ・栄養管理士の皆様のご尽力により、

「剣道医学Ｑ＆ Ａ」「救急ハンドブック」の第３版を刊行しております。「剣士のためのア

ンチ・ドーピングマニュアル」と共に、剣道愛好者の健康と安全性を高め、生涯剣道を目指

す方々の副読本として活用されておりますことは、誠に素晴らしいことと存じます。 

 最後に、医師の剣道愛好者の方々がお互いの交流親睦を深め「医剣不岐」「医剣一如」の

理念を貫き、剣道の修錬を続けておられることに敬意を表します。終りに、コロナ禍での大

変な状況の中、本大会開催にご尽力いただいた関係各位に対し、深く謝意を表するとともに、

大会の成功と益々のご発展を祈念いたしまして私の挨拶と致します。 

  



祝 辞 
 

公益社団法人 日本医師会 

会長  松本 吉郎 

 

 第 56 回全日本医師剣道大会の開催にあたり、日本医師会を代表して一言ご挨拶申し上げ

ます。 

 はじめに、新型コロナウイルス感染症がいまだ猛威を振るう中、本日ご参加の先生方には、

発熱外来における診療やワクチン接種、あるいは通常医療の分担など、それぞれの地域で、

国民の生命と健康を守るための活動にご尽力いただいております。先生方のお力添えに対し、

この場をお借りして、あらためまして感謝申し上げます。 

 また、そのような厳しい環境下において、今回の大会の企画・運営すべてを担当されまし

た荻荘則幸実行委員会会長はじめ関係各位に心より敬意を表する次第です。 

 さて、健康維持・増進に 重点が置かれるようになってきた昨今、誰もが健康であること

の大切さを意識するなか、国民の医療への関心や期待は日々高まっております。医療とは、

病気によって生ずる痛みや苦しみを取り除く行為です。しかし、不安な気持ちをもつ患者に

真摯に寄り添いながら最適の医療を提供することが、本来、医師のもつべき基本的姿勢であ

ります。 

 古代で戦うために、生き抜くために必要であった剣術は、徳川幕府時代に儒学の一環とし

て稽古が奨励され、戦うための技術から心を育てるための教育へと変わっていきました。 

「礼に始まり礼に終わる」と言われる剣道に勤しみ、人格形成の基礎を培い、医師としての

精神力を鍛えることは、患者さんと医師との相互理解の深化につながることと確信いたしま

す。 

 本大会を契機に、日本古来の伝統的なスポーツ文化である剣道を志す医師がさらに増え、

親睦と連帯の輪が今後も拡がりますことを、心よりご期待申し上げます。 

末筆ながら、本大会に参加されるすべての先生方のご健闘と、全日本医師剣道連盟のさらな

るご発展を衷心より祈念いたしまして、お祝いの言葉とさせていただきます。 

  



祝 辞 
 

一般財団法人 新潟県剣道連盟 

会長  浅原 行雄 

 

 全日本医師剣道連盟の医師の皆様、ようこそ新潟にいらっしゃいました。地元剣道連盟を

代表いたしまして、心より歓迎申し上げます。併せて、新潟県立新潟ふれ愛プラザ体育館を

会場に、「第５６回全日本医師剣道大会 きなせや柳都・にいがた」が開催されますことに

お祝いを申し上げます。 

 さて、数年に渡る新型コロナ感染症への対応で、先生方をはじめ医療関係者皆様の昼夜を 

分かたずの献身的なご尽力により、国民をお守りいただきましたことにまずもって深甚なる

謝意を表します。 

 本大会は、昭和３４年に始まりその後変遷を経て現在の開催様式となり、本県では昭和５

１年５月に新潟市体育館で開催した第１１回大会に続く第２回目の開催であり、新潟県剣道

連盟といたしましても光栄に存じ上げます。また、本大会会長から「交剣知愛」を第一に、

稽古の機会を多くし且つ地元も含め全国の剣道愛好家相互の親睦を深めることができる大

会としたい旨のお話をお聞きし、我が意を得たと感激もした次第です。皆様には日頃の稽古

の成果を存分に発揮され、試合に稽古に剣道をご堪能いただければ開催県といたしましても

望外の喜びであります。 

 最後になりますが、ここ新潟は幕末には外国に開かれた港として発展を遂げ、街も「水 

と柳」を基調に掘り割りと柳の植樹で風情ある街へと変化し、ここかしこに昔の面影を残し

ております。また、雪国新潟として美味しい水、コシヒカリに代表する美味しいお米、日 

本海の荒海に育った美味しい魚とアフター剣道にも最適な街でもあります。是非、皆様には 

こちらの新潟もご堪能いただきたくお願いを申し上げ、開催に関わられた関係各位に深くお

礼申し上げますとともに、大会のご成功と益々のご発展をご祈念申し上げ、私の祝辞とさせ

ていただきます。 

  



祝 辞 
 

一般社団法人 新潟県医師会 

会長  堂前 洋一郎 

 

 この度、第 56 回全日本医師剣道大会が当地新潟で開催されるにあたり、地元医師会を代

表して一言お祝いの言葉を申し上げます。本大会は昭和 51 年、第 11 回大会が新潟市で開

催されて以来、2 回目となるとお聞きしております。ようこそ新潟においでいただきました。

衷心より皆様を歓迎申し上げます。 

 さて、本日ご参加されている先生方におかれましては、日常診療に加えて新型コロナの診

療やワクチン接種などで多忙を極めておられる中、剣道においても日々、心身の鍛錬に励ま

れていることに対し、深甚なる敬意を表する次第であります。本大会では全国の精鋭が結集

して、日頃鍛えた力を各人が十分に発揮され、すばらしい試合が展開されるものと期待して

おります。 

 また、遠路はるばるご来県下さいました皆様方におかれましては、感染対策に留意しなが

らとなってしまいますが、当県は海の幸などをはじめ豊富な食材や、有名な地酒も多数あり、

料理やお酒をご堪能いただきたいと思います。2 日間の試合ですので、無理のない範囲で新

潟の夜の街へ是非繰り出していただき、満喫していただければ幸いです。 

 新型コロナウイルス感染症の影響により、ここ数年はなかなか参集してのイベント開催は

難しかったところですが、2 回の延期を経て昨年は沖縄県で開催されたとのこと、運営に当

たられた沖縄県の先生方におかれては、大変なご苦労があったものと推察いたします。今年

は大会長の荻荘先生を中心に準備を進めて来られ、本日を迎えられましたこと、心からお喜

び申し上げますとともに、関係の先生方のご尽力に感謝申し上げます。 

 結びに、本日ご参加の皆様のご健勝と今後のご活躍をお祈り申し上げ、また、本大会のご

成功と今後益々のご発展を祈念いたしまして、お祝いの言葉とさせていただきます。 

  



祝 辞 
 

一般社団法人 新潟市医師会 

会長  浦野 正美 

 

 この度、「第 56 回全日本医師剣道大会 きなせや柳都・新潟」が新潟市で開催されるは

こびとなり、誠におめでとうございます。地元医師会を代表して一言、お祝いを申し上げ

ます。 

 コロナ禍で 2 年間中止の期間があったもの、昨年の沖縄での開催に続いて、新潟市で全

日本医師剣道大会が開催できることになったのは、関係者の皆様の情熱と努力の賜物であ

り、喜ばしい限りであります。 

本大会も全国から 20 代から 80 代までの 100 名以上の医師、歯科医師の先生方にご参加

いただき、日常のご多忙な診療の中で、ひたすら剣道の修練を続けて精進してこられた姿

勢に敬意を表します。 

新潟市は日本で一番長い信濃川の河口付近に古くから開けた港町で、幕末の日米修好通

商条約開港五港の 1 つとなりました。かつては信濃川下流の新潟島中心部に堀が張り巡ら

され、それに沿って柳が植えられていました。そのため、水都･柳都とも呼ばれています。 

新潟市は豊かな自然と海と山の幸、良質なお米、お酒に恵まれております。剣道大会の

間にしばしのお時間が取れるのであればこれらも満喫していただければと思います。 

 本大会にご参加の先生方の剣の道がますます磨かれ、さらなる交友が深まればと願って

おります。また剣道を通じた鍛錬により、日本の医療がさらに充実することを期待してお

ります。 

 

 



大会日程 
 

 4 月 8 日（土） 
11：30～  受付開始（新潟ふれ愛プラザ） 
   17：00 から懇親会場の新潟東映ホテルで受付 
12：00～13：00 ・幹事会（1 階の集会室） ・自由稽古（体育館にて） 
13：00～13：15 開会式 
13：15～13：30 演武 
    日本剣道形 
     打太刀 中村 茂樹 教士七段（新潟県・外科医） 
     仕太刀 鈴木 和彦 教士七段（新潟県・歯科医） 
14：00～15：00 立ち切り（1 人 2 分間で 30 人が当日の自由参加でかかる） 

    元立ち先生（60 歳代 2 名、30 歳代 3 名） 
 第 1 試合場   柴田 和弥 教士七段（大阪府・整形外科医） 
 第 2 試合場   林  明人 錬士六段（茨城県・脳神経内科医・前事務局長） 
 第 3 試合場   安川 泰樹 錬士六段（昭和大卒・整形外科医） 
 第 4 試合場   安川 紘矢 五段（旭川医大卒・肝胆膵外科医） 
 第 5 試合場   安川 紗香 五段（群馬大卒・整形外科医） 
15：15～16：15 自由稽古 
    元立ち 八段範士・教士 
        七段教士 
16：15～  移動（各自 JR 亀田駅～新潟駅・8 分間です。） 
18：00～20：00 懇親会（新潟東映ホテル、新潟駅から徒歩 5 分） 

   ・17：00 から受付開始（地酒の試飲会あり） 

・大会長 荻荘、次期大会長 野見山挨拶、御来賓挨拶（県・市医師会長） 

・陳亮仁、台湾チーム代表、挨拶 

・18：20 から柳都芸妓さんの舞い～19：20 

   ・19：30 より日比野則彦ジャズ演奏会（カルテット） 

 4 月９日（日） 
6：30～  開場・受付 
7：00～8：20  自由稽古 

（8：00 ロビーにておにぎり等の 

 軽食を用意します） 
8：15～8：25  審判打ち合わせ 
8：25～8：30  集合写真撮影 
8：35～8：50  箏曲の演奏会 
   （新潟市立五十嵐中学校 筝曲部） 
9：00～9：30  八段の先生方による演武 
    ・香田 郡秀   範士八段 
    ・山﨑 尚    範士八段 
    ・野見山 すすむ 教士八段 
    ・三條 貞夫   教士八段 

    ・宮坂 昌之   教士八段 

    ・池澤 清豪   教士八段 
9：30～11：30  個人戦（試合場 3 面で年代別のトーナメント戦） 
11：30～12：00 自由稽古 
12：20～12：30 閉会式（表彰式） 

 

《亀田駅発 新潟駅行》 

 15:09 15:27 15:46 

 16:06 16:25 16:41 

 17:03 17:26 17:45 

《新潟駅発 亀田駅行》 

 6:04 6:26 6:46 6:55 

 7:06 7:18 7:42 7:55 

 8:15 8:27 8:34 8:55 

 8:12  8:18  8:35  8:46 

8:58 

※13：30～14：00 

 会場設営 



試合方法・進行 
 

１．試合は原則、全日本剣道連盟「剣道試合・審判規則」・「同細則」、「主催大会実施にあ

たっての感染拡大予防ガイドライン」および「本大会実施要綱」に則る。 

 

２．立ち切り 4 月 8 日（土）14：00～15：00 

 ・元立ち 5 人（60 歳代 2 人、30 歳代 3 人）～赤の長いタスキ 

 ・1 人 2 分間の試合で時間内の有効打突の全本数で競う（計 30 人の掛り手） 

 ・試合の進行は本部で太鼓で一斉に行う（2 分間 30 試合計 60 分間） 

 ・審判員は 1 人で行う。（各コート 2 人の審判員、10 試合毎に交代） 

  （※夜の懇親会場で試合の動画を流します。表彰式も行ないます） 

 ・そんきょは最初と最後の試合のみ、あとは立位での略式礼とします。 

 

３．個人戦 4 月 9 日（日）9：30～11：30 

 ・試合時間 2 分、3 本勝負、3 会場で行う 

  ※勝敗が決しない時は 2 分間の延長戦を行ない、それでも決しない時は判定とする。 

   ただし、決勝戦は勝敗が決するまで区切りなく延長戦を行なう。 

 

 第 1 試合場（計 28 試合） 

  A グループ 80 歳代拝見試合（2 人）  1 試合 

  B グループ 50 歳代トーナメント戦（28 人） 27 試合 

 

 第 2 試合場（計 40 試合） 

  C グループ 70 歳代トーナメント戦（16 人） 15 試合 

  D グループ 20,30,40 歳代トーナメント戦（26 人） 25 試合 

 

 第 3 試合場（計 38 試合） 

  E グループ 60 歳代トーナメント戦（38 人） 37 試合 

 

 ※八段の先生を含めています。 

 ※B～E グループまでの決勝戦は最後に第 1 試合場で行ないます。 

 

  



審判員・役員 
 

（１）4 月 8 日（土） 立ち切り 
  

    審判     試合場役員 

  

 第 1 試合場    荻荘 誠     堀 広輝  今井 亮 

         加藤 公則 
  
 第２試合場    岡崎 竹虎    古川 厚志  高岡 慎也 

         斎藤 隆夫 
  
 第３試合場    大黒 康臣    小柳 貴裕  柳 宗 

         西片 寿仁 
  
 第４試合場    梅津 孝昭    渋谷 浩栄  清塚 秀俊 

         渡辺 雅夫 
  
 第５試合場    小池 正城    芳賀 真巳  川本 良樹 

         米山 貴祥 
  
 ※時計係（本部１か所で太鼓で合図を行う） 

 ※記録係・補助係 各試合場高校生 2 人 計 10 人 

 

（２）4 月 9 日（日） 個人戦 
  

    審判     試合場役員 

  

 第 1 試合場 

  堀 伊佐緒   近藤 憲英    浜田 尚  荻荘 誠 

  羽下 文朗   杉原 芳也    石井 輝彦  今井 亮 

         佐藤 かんな 
  
 第２試合場 

  佐藤 好美   藤塚 栄     古川 厚志  岡崎 竹虎 

  田畑 英樹   赤塚 洋紀    木村 友哉  高岡 慎也 

         清水 美月 
  
 第３試合場 

  藤塚 衛    望月 雅之    渡邉 友彰  柳 宗 

  永原 拓己   田畑 亜希子   髙橋 吉孝  伊藤 敬子 

         笛木 康太郎 
  

 ※時計係（各試合場にて） 

 ※記録係・補助係 各試合場高校生 3 人 計 9 人 

  

※総合進行係  小柳 洋一・渡辺 雅夫 

※ネットワーク係 坪井 彰宏・髙見 政光 

赤、白タスキ係 2 人 

時計係     1 人 



1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30
柴
田
　
和
弥

柴
田
　
和
弥

柴
田
　
和
弥

柴
田
　
和
弥

柴
田
　
和
弥

柴
田
　
和
弥

柴
田
　
和
弥

柴
田
　
和
弥

柴
田
　
和
弥

柴
田
　
和
弥

柴
田
　
和
弥

柴
田
　
和
弥

柴
田
　
和
弥

柴
田
　
和
弥

柴
田
　
和
弥

柴
田
　
和
弥

柴
田
　
和
弥

柴
田
　
和
弥

柴
田
　
和
弥

柴
田
　
和
弥

柴
田
　
和
弥

柴
田
　
和
弥

柴
田
　
和
弥

柴
田
　
和
弥

柴
田
　
和
弥

柴
田
　
和
弥

柴
田
　
和
弥

柴
田
　
和
弥

柴
田
　
和
弥

柴
田
　
和
弥

総
勝
数

総
負
数

引
分
け
数

総
本
数

ド コ コ コ コ ド メ コ ド メ コ ド メ メ メ コ ド メ コ メ
ド コ ド ド ド ド メ コ コ

× | | | | | | | × | × | | | | | | | × | | | × | | × | ×××
コ メ メ コ メ メ コ コ メ コ メ メ コ メ コ コ コ コ コ

メ メ メ メ コ コ コ メ ド メ
メ メ コ メ
メ

森
　
孝
之

鬼
塚
正
成

犬
飼
賢
也

奥
山
健
一

荻
原
一
郎

高
橋
栄
一

清
水
浩
二

森
　
浩
輝

加
藤
純
一
郎

船
越
　
匠

尾
辻
瑞
人

柚
木
靖
弘

諸
木
浩
一

堀
江
　
貴

安
川
幸
廣

田
邊
　
匡

佐
久
間
洋

天
野
芳
郎

篠
原
義
智

芦
田
　
光

工
藤
英
樹

石
濱
英
暢

萩
原
幸
彦

松
下
正
矢

陳
　
亮
仁

奥
山
健
一

永
山
盛
隆

中
井
哲
慈

佐
久
間
洋

笠
松
紀
雄

2
9

　　4月8日（土）　　　　立ち切り　　　　　　（1人2分間で30人勝負  何本でも可！!）

　　第1コート　　柴田　和弥　教士七段
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　　4月8日（土）　　　　立ち切り　　　　　　（1人2分間で30人勝負  何本でも可！!）

　　第2コート　　林　明人　錬士六段
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　　4月8日（土）　　　　立ち切り　　　　　　（1人2分間で30人勝負  何本でも可！!）

　　第3コート　　安川　泰樹　錬士六段
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　　4月8日（土）　　　　立ち切り　　　　　　（1人2分間で30人勝負  何本でも可！!）

　　第4コート　　安川　紘矢　五段
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　　4月8日（土）　　　　立ち切り　　　　　　（1人2分間で30人勝負  何本でも可！!）

　　第5コート　　安川　紗香　五段
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A グループ 80 歳代 拝見試合 （２人） 
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Bグループ 50 歳代 トーナメント戦 （28 人） 
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Cグループ 70 歳代 トーナメント戦 （16 人） 
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Dグループ 20・30・40 歳代 トーナメント戦 （26 人） 
 

  

第２試合場 
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E グループ 60 歳代 トーナメント戦 （38 人）第３試合場 
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きなせや柳都・新潟 参加者 
 

名前 年齢 出身大学 診療科 都道府県 段位 
4 月 7日(金) 

前日稽古の参加 

小林 祐太郎 20 代 秋田大学 研修医 新潟 四 〇 

舩越 匠 20 代 札幌医科大学 脳神経内科 北海道 四 〇 

安川 紗香 30 代 群馬大学 整形外科 長野県 五   

青山 有 30 代 秋田大学 泌尿器科 秋田県 五   

安川 紘矢 30 代 旭川医科大学 肝胆膵外科 東京都 五 〇 

安川 泰樹 30 代 昭和大学 整形外科 長野県 錬六   

渡邉 祐輔 30 代 日本歯科大学 歯科医師 神奈川 錬六   

石山 雄一 30 代 東海大学 精神科 神奈川県 錬六 〇 

俵 広樹 30 代 高知大学 外科 石川県 五   

栗山 恭明 30 代 東北大学 整形外科 宮城県 六   

福澤 毅 30 代 東海大学 放射線治療 神奈川 五   

松井 大輔 40 代 鶴見大学 歯科 京都府 五   

渡邉 順 40 代 獨協医科大学 消化器内科 新潟県 四 〇 

井若 順子 40 代 日本歯科大学 歯科 山形県 五   

吉田 武史 40 代 久留米大学 消化器外科 福岡 教七   

日高 康博 40 代 順天堂大学 消化器内科 東京都 六   

佐藤 繁久 40 代 日本歯科大学 歯科 宮城県 六   

北薗 巌 40 代 山口大学 内視鏡外科 鹿児島県 初 〇 

林 優 40 代 琉球大学 産婦人科 神奈川県 六   

根来 宏光 40 代 神戸大学 泌尿器科 茨城県 錬七   

松下 正矢 40 代 名古屋大学 整形外科 静岡県 四   

村野 光和 40 代 日本医科大学 救急科 神奈川県 四   

塚原 清彰 40 代 東京医科大学 耳鼻咽喉科・頭頸部外科 東京 錬六 〇 

木戸 雅人 40 代 東京慈恵会医科大学 泌尿器科 埼玉 六   

内山 伸一 40 代 大分医科大学 小児科学 大分県 四   

久保田 暢人 40 代 岡山大学 外科 兵庫県 教七   

増田 健太郎 40 代 藤田医科大学 麻酔科・ペインクリニック 愛知県 教七   

桐澤 知子 40 代 広島大学 歯科口腔外科 大阪府 錬六 〇 

工藤 英樹 50 代 新潟大学 形成外科 新潟県 五 〇 

吉田 純 50 代 久留米大学 外科 福岡県 教七   

森廣 雅人 50 代 千葉大学 ホスピス緩和ケア科 長野県 五   

北濵 義博 50 代 浜松医科大学 脳神経外科 静岡県 錬六   



名前 年齢 出身大学 診療科 都道府県 段位 
4 月 7日(金) 

前日稽古の参加 

奥山 健一 50 代 山梨医科大学 小児科 神奈川県 六   

坪田 康徳 50 代 日本歯科大学 歯科  兵庫県 五   

小林 之直 50 代 奥羽大学 歯科 茨城県 錬六 〇 

塚本 林功 50 代 岡山大学 歯科 大分 教七   

池端 幸司 50 代 日本歯科大学 歯科 神奈川県 五   

鬼塚 正成 50 代 長崎大学 脳外科 長崎 錬七   

大岩 真 50 代 奥羽大学 歯科 茨城県 教七   

森 孝之 50 代 旭川医科大学 糖尿病内科 北海道 四   

柚木 靖弘 50 代 鳥取大学 心臓血管外科 岡山県 四   

長田 龍介 50 代 富山医科薬科大学 整形外科 富山 錬六   

原 昌嗣 50 代 日本歯科大学 歯科 千葉県 四   

新井 克佳 50 代 東邦大学 整形外科 埼玉県 教七   

宮崎 眞和 50 代 大阪医科薬科大学 頭頸部外科 奈良県 五   

渋谷 整 50 代 川崎医科大学 整形外科 香川県 五   

田邊 匡 50 代 新潟大学 外科 新潟県 四 〇 

加藤 純一郎 50 代 三重大学 整形外科 静岡県 錬六   

弦巻 立 50 代 新潟大学 歯科麻酔 新潟県 六 〇 

武石 浩欣 50 代 東海大 整形外科 神奈川県 錬六 〇 

犬飼 賢也 50 代 新潟大学 耳鼻咽喉科 新潟県 三   

森 浩輝 50 代 三重大学 整形外科 静岡県 錬六   

坂田 勝巳 60 代 三重大学 脳神経外科 神奈川 錬七   

加藤 公則 60 代 新潟大学 循環器内科 新潟県 三   

嶋﨑 聖二 60 代 昭和大学 歯科 高知県 教七  

佐藤 伸一 60 代 福島医科大学 内科 福島県 教七   

重見 英男 60 代 大分大学 耳鼻咽喉科 大分県 五   

高橋 栄一 60 代 獨協医科大学 整形外科 新潟県 教七 〇 

中井 哲慈 60 代 防衛医大 麻酔科 東京都 錬七 〇 

石濱 英暢 60 代 日本医科大学 内科 香川 教七   

福島 孝幸 60 代 日本大学 歯科口腔外科 千葉県 教七   

尾辻 瑞人 60 代 千葉大学 外科 東京都 錬六   

新藤 寛 60 代 千葉大学 内科、外科 千葉県 教七   

牟田 幹久 60 代 久留米大学 外科 長崎県 教七   

弥富 俊太郎 60 代 高知医大 救急 東京都 錬七   

江端 広樹 60 代 慶應義塾大学 リハビリテーション科 神奈川県 教七   

髙塚 洋二 60 代 東京慈恵会医科大学 内科(循環器) 神奈川県 教七   



名前 年齢 出身大学 診療科 都道府県 段位 
4 月 7日(金) 

前日稽古の参加 

大西 司 60 代 昭和大学 呼吸器内科 東京都 錬六   

兵藤 透 60 代 鳥取大学 透析科 神奈川県 五   

鈴木 和彦 60 代 日本歯科大学 歯科 新潟県 教七   

中村 茂樹 60 代 新潟大学 外科 新潟県 教七 〇  

荻原 一郎 60 代 東京慈恵会医科大学 耳鼻咽喉科 東京都 教七 〇 

林 明人 60 代 順天堂大学 脳神経内科 茨城県 錬六 〇 

佐久間 洋 60 代 獨協医科大学 婦人科 埼玉県 教七   

柴田 和弥 60 代 防衛医大 整形外科 大阪府 教七   

永山 盛隆 60 代 名古屋大学 整形外科 沖縄県 教七   

塚越 卓 60 代 川崎医大 形成外科 埼玉県 教七   

荻原 幸彦 60 代 東京医科大学 麻酔科 東京都 錬七 〇 

菅 義行 60 代 帝京大 整形外科 岩手県 教七 〇 

笠松 紀雄 60 代 千葉大学 呼吸器内科 静岡県 教七   

堀江 貴 60 代 鳥取大学 耳鼻咽喉科 島根県 教七  

箕田 修治 60 代 熊本大学 脳神経内科 熊本県 六   

諸木 浩一 60 代 熊本大学 脳神経外科 鹿児島県 教七   

安川 幸廣 60 代 弘前大学 整形外科 長野県 錬六   

伊佐地 秀司 60 代 三重大学 消化器外科 三重県 五   

池澤 清豪 60 代 東京医科大学 整形外科 北海道 教八 〇 

福重 哲志 60 代 福島医科大学 麻酔科 福岡県 教七   

大畠 敏保 60 代 順天堂大学 消化器内科 神奈川県 錬七 〇 

由井 克之 60 代 信州大学 免疫学 長崎県 六   

今井 美行 60 代 日本歯科大学 歯科 埼玉県 教七   

天野 芳郎 60 代 信州大学 小児科 長野県 四   

中嶋 隆志 60 代 福岡歯科大学 歯科 熊本県 教七   

清水 浩二 70 代 昭和大学 消化器科 神奈川県 教七   

三條 貞夫 70 代 明海大学歯学部 歯科 山形県 教八 〇 

篠原 義智 70 代 新潟大学 放射線科 東京都 錬七 〇 

八木 和徳 70 代 新潟大学 総合内科 新潟県 教七   

枝重 恭一 70 代 大阪医科大学 整形外科 高知県 教七   

桶田 俊光 70 代 九州大学 内科 福岡県 教七   

谷木 利勝 70 代 徳島大学 外科 高知県 教七 〇 

芦田 光 70 代 大阪医科大学 内科 京都府 六 〇 

宮坂 昌之 70 代 京都大学 免疫学 大阪府 教八 〇 

宮坂 信之 70 代 東京医科歯科大学 膠原病・リウマチ内科 東京都 教七 〇 



 

台湾の先生方 

 

  

名前 年齢 出身大学 診療科 都道府県 段位 
4 月 7日(金) 

前日稽古の参加 

野見山すすむ 70 代 九州大学 麻酔科 神奈川県 教八 〇 

萬木 信人 70 代 長崎大学 循環器内科 長崎県 教七 〇 

今村 幹雄 70 代 東北大学 消化器科・外科 宮城県 教七   

日高 久光 70 代 久留米大学 大腸肛門科 福岡県 教七   

椛島 悌蔵 70 代 東京医科歯科大学 内科 茨城県 教七   

宮下 薫 70 代 新潟大学 外科 東京都 錬六 〇 

加野 資典 80 代 九州大学 泌尿器科 福岡県 教七   

伊藤 保憲 80 代 岡山大学 第 2外科 香川県 教七   

名前 年齢 出身大学 診療科 都道府県 段位 
4 月 7日(金) 

前日稽古の参加 

江裕群 50 代 台北醫學大學 耳鼻咽喉科 台北 鍊七 〇 

謝祥集 50 代 台北醫學大學 齒科 台灣 六段 〇 

陳亮仁 50 代 中國醫藥大學 家庭醫學科 屏東縣 四段 〇 

呂宏益 50 代 中國醫藥大學 胸腔外科 高雄市 三段 〇 



各会場へのアクセス（JR・高速道路） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■大会会場 

 新潟ふれ愛プラザ 〒950-0121 新潟県新潟市江南区亀田向陽 1-9-1 

 TEL：025-381-8110 

 

■懇親会会場 

 新潟東映ホテル 〒950-0901 新潟県新潟市中央区弁天 2-1-6 

 TEL：025-244-7101 

 

■前日稽古会会場 

 新潟市鳥屋野総合体育館 〒950-0986 新潟県新潟市中央区神道寺南 2-3-46 

 TEL：025-241-4600 

  

JR 新潟駅 

新潟ふれ愛プラザ 

新潟市鳥屋野 

総合体育館 

新潟東映ホテル 

大会会場 

JR 亀田駅 

新潟東スマート IC 

高速道路 

日本海東北道 

新潟亀田 IC 

JR 亀田駅より徒歩 5 分 

高速道路新潟東スマート IC より 5 分 

JR 新潟駅より徒歩 5 分 

JR 新潟駅より南へ 3ｋｍ 



大会会場内 見取図 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

入口 
受付 

 

第３ 

試合場 

八段先生 
控え室 
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4 月 8 日は第 1 から第 5 試合場
を設営 
4 月 9 日は第 1 から第 3 です 
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全日本医師剣道大会 記録 

  

回次 開催年月日 開催地 
大会会長・副会長・運営委員長 

実行委員長・事務局長 

第１回 S34 東京 （後楽園・全剣連・中央道場） 初代会長：伊藤京逸 

第２回 S38 大阪 （大阪城内・修道館） 大会会長：伊藤京逸 

第３回 S42.4.1 名古屋（名鉄体育館） 大会会長：伊藤京逸 

 S43.2.18 東京 （衆議院第一議員会館剣道場） 大会会長：伊藤京逸 

第 4 回 S44.8.15 仙台 （県立スポーツセンター） 大会会長：松川金七 

第 5 回 S45.10.24 京都 （武徳殿） 大会会長：高岡謙次 

第 6 回 S46.4.3 東京 （武道館） 大会会長：伊藤京逸 

第 7 回 S47.9.15 高知 大会会長：川田茂宏 

大会終了後の会議にて高岡謙次先生が連盟会長 

第 8 回 S48.10.13 札幌 （札幌体育館） 大会委員長：内藤詩郎 

第 9 回 S49.5.25 熊本 （県武道館） 大会委員長：笹原 登 

第 10 回 S50.4.6 京都 （武徳殿） 大会委員長：重城良一 

第 11 回 S51.5.16 新潟 （新潟市体育館） 大会委員長：外山司郎 

第 12 回 S52.11.13 下関 （市立山ノ田中学校体育館） 大会委員長：桃崎正香 

第 13 回 S53.9.23 名古屋（愛知県スポーツ会館） 大会委員長：三輪田薫 

第 14 回 S54.4.8 東京 （東京慈恵医科大学体育館） 大会委員長：海老原千春 

第 15 回 S55.5.25 長崎 （市民体育館） 大会委員長：前田信良 

第 16 回 S56.11.7 静岡 （市民体育館） 大会委員長：内田智康 

第 17 回 S57.10.10 広島 キリンビール広島工場体育館 大会委員長：藤井実 

第 18 回 S58.4.9 大阪 久保田鉄工中央体育館 大会委員長：中村周吉郎 

第 19 回 S59.10.27・28 岡山 岡山武道館 大会委員長：日下連 

第 20 回 S60.9.15 千葉 千葉県武道館 大会委員長：綿貫重雄 

第 21 回 S61.9.14 京都 京都市武道センター 大会会長：根本浩介 

第 22 回 S62.4.4 東京 東京医科大学記念会館 大会会長：大襧一郎 

第 23 回 S63.9.11 米子 市民体育館 大会会長：中曽栄吾 

第 24 回 H1.9.15 仙台 県武道館 大会会長：鈴木仁一 

第 25 回 H2.9.23 茨城 つくば第３県民センター 大会会長：大襧一郎 

第 26 回 H3.4.17 京都 京都市武道センター 大会会長：横関誠夫 運営委員長：横関保彦 

第 27 回 H4.9.27 高松 高松市総合体育館 大会会長：畠瀬治 運営委員長：伊藤保憲 



  

回次 開催年月日 開催地 
大会会長・副会長・運営委員長 

実行委員長・事務局長 

第 28 回 H5.10.10 福岡 県立久留米体育館 大会会長：熊丸治 運営委員長：加野資典 

第 29 回 H6.10.16 東京 東京医科大学記念会館 大会会長：宮地誠 大会副会長：山崎衛 

運営委員長：伊藤元明 

第 30 回 H7.4.9 愛知 江南市民会館 大会会長：村瀬守男 運営委員長：吉尾豪 

第 31 回 H8.9.22 沖縄 沖縄県立武道館 大会会長：永山薫 運営委員長：永山盛隆 

第 32 回 H9.9.14 岩手 岩手県武道館 大会会長：中村好和 実行委員長：小西一 

第 33 回 H10.11.21・22 鹿児島 鹿児島アリーナ 大会会長：楠本忠雄 実行委員長：諸木浩一 

第 34 回 H11.4.3 東京 東京医科大学記念会館 大会委員長：山崎衛 運営委員長：伊藤元明 

第 35 回 H12.4.15・16 広島 広島総合体育館 大会会長：十河勝正 大会副会長：瀬尾憲司 

運営委員長：渋川哲治 

第 36 回 H13.4.17 熊本 熊本大学総合体育館 大会会長：笹原登 事務局長：由布雅夫 

第 37 回 H14.9.14・15 札幌 札幌市総合体育館 大会会長：道下俊一 

第 38 回 H15.4.5・6 福岡 宗像ユリックス 大会会長：加野資典 

第 39 回 H16.4.17・18 大阪 大阪コスモスクエア国際交流

センター 

大会会長：鏡山博行 運営委員長：長野拓三 

第 40 回 H17.4.16・17 大分 別府市民体育館 大会会長：広瀬信道 運営委員長：河野信一 

第 41 回 H18.4.15・16 神奈川 相模女子大体育館 大会会長：野見山すすむ 

第 42 回 H19.4.7・8 大阪 豊中市立体育館 大会会長：宮坂昌之 事務局：西本孝 

第 43 回 H20.4.19・20 兵庫 兵庫県立武道館 大会会長：松井英互 運営委員長：佐藤義典 

第 44 回 H21.5.23・24 千葉 千葉ポートアリーナ 大会会長：遠山富也 実行委員長：西嶋浩 

事務局長：長尾啓一 

第 45 回 H22.4.10・11 伊勢 三重県営サンアリーナ 大会会長：中山尚夫 

第 46 回 H23.4.9・10 東京 東日本大震災により中止 大会会長：伊藤元明 運営委員長：萩原幸彦 

第 47 回 H24.4.7・8 米子 鳥取県立武道館 大会会長：飯塚幹夫 実行委員長：湯村正仁 

第 48 回 H25.6.22・23 仙台 仙台市青葉体育館 大会会長：今村幹雄 実行委員長：渡邉哲子 

第 49 回 H26.6.5・6 長崎 長崎県立総合体育館サブアリ

ーナ 

大会会長：萬木信人 実行委員長：吉田善春 

第 50 回 H27.4.11・12 京都 京都市武道センター 大会会長：吉村了勇 実行委員長：西本知二 

第 51 回 H28.4.11・12 茨城 つくばカピオ 大会会長：大祢廣伸 実行委員長：林明人 

第 52 回 H29.4.8・9 高知 高知県立武道館 大会会長：谷木利勝 実行委員長：枝重恭一 

第 53 回 H30.4.14・15 岩手 北上市総合体育館 大会会長：菅義行 実行委員長：川上格 

第 54 回 R1.5.18・19 東京 東京医科大学体育館 大会会長：稲村征夫 実行委員長：萩原幸彦 

第 55 回 R4.4.16・17 沖縄 沖縄県立武道館 大会会長：奥島憲彦 実行委員長：永山盛隆 



 

  



  



  



 

   



 

  



 

  



 

  

代表取締役社長 廣川 正通 

新潟市中央区近江２丁目１１番１７号 

Tel ０２５－２８５－００７５ 



 

  



 

  



 

  



 

  



 

  



    

 

代表取締役社長 荻荘 陽一 

新潟市江南区荻曽根 2-1-7 

℡025-382-3116 

http://ogisho.co.jp ISO9001,ISO14001 



ご協賛いただいた個人、企業・団体の皆様 

 

・野見山 すすむ ・林 明人 ・三條 貞夫 ・池澤 清豪 ・中山 尚夫 

・伊藤 保憲 ・塚越 卓 ・日高 久光 ・牟田 幹久 ・高橋 栄一 

・八木 和徳 ・笠松 紀雄 ・安川 幸廣 ・今井 美行 ・工藤 英樹 

・桶田 俊光 ・塚本 林功 ・諸木 浩一 ・江端 広樹 ・福島 孝幸 

・枝重 恭一 ・新井 克佳 ・谷木 利勝 ・田邊 匡 ・芦田 光 

・荻原 幸彦 ・俵 広樹 ・加藤 純一郎  ・石濱 英暢 ・小林 之直 

・大岩 真 ・渡邉 順 ・堀江 貴 ・渋谷 整 ・中嶋 隆志 

・永山 盛隆 ・宮下 薫 ・中井 哲慈 ・清水 浩二 ・佐久間 洋 

・塚原 清彰 ・日本イーライリリー㈱ ・㈱小笠原 ・勝見整形外科医院 

・協和キリン㈱ ・新潟医療センター ・石本酒造㈱  

・新発田リハビリテーション病院 ・㈱田村義肢製作所 

・㈱荻荘電機  ・全日本歯科医師剣道連盟 ・龍道武道具店 

・㈱カネタ・ツーワン㈱サンキョーフーズ ・㈲さくら電気 ・㈱新潟材協 

・㈱悠久堂医科器械店  ・ゆきよしクリニック ・㈱新潟眼鏡院 

・プラーカ中村クリニック あきはクリニック ・新潟東映ホテル 

・株式会社ユニスマイル 市民調剤薬局亀田向陽店 ・いぬかい耳鼻科クリニック 

・日産プリンス新潟 ・㈱エイケイ ・㈱新潟クボタ ・BSN 新潟放送 

 

（敬称略・順不同） 

 

 

ご協賛へのお礼 

 

 この度は第 56 回全日本医師剣道大会きなせや柳都・新潟大会開催にあたり、ご協賛をい

ただき誠にありがとうございました。皆様のおかげで無事開催することができ、こころより

御礼申し上げます。 

 

第 56 回全日本医師剣道大会 会長 荻荘則幸 

  



 


